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宮
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、
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ノ
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、
菅
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多
泰
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〉

 

宗
近
、
錦
江
、
杉
山
、
東
下
司
、
西
下
司
、
下
原
、
中
平

総
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剛
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南
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西
、
南
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台
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、
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〉

 

魚
町
、
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城
、
北
浜
、
中
央
、
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、
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、
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総
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滋
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〉
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町
、
古
野
、
札
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辻
、
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祇
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、
南
祇
園
、
煙
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総
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俊
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船
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〉
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部
、
大
片
平

総
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西
溝
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西
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井
、
二
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坂
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中
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〉

 

中
津
屋
、
東
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井

総
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　　矢
野   

勲
〈
岩
谷
区
〉

 

岩
谷
、
鴨
川

若
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八
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奉
斎
会
　
役
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簿
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光
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初
代
神
武
天
皇
の
ご
聖
徳
を
顕
彰
し
　

国
歌『
君
が
代
』斉
唱
と
祭
典
唱
歌『
紀
元
節
』を
奉
唱

奉
斎
会
の
主
催
　
紀
元
祭
を
斎
行

奉
斎
会
だ
よ
り

　

去
る
二
月
十
一
日（
水
・
建
国
記
念

の
日
）に
、若
宮
八
幡
社
奉
斎
会
に
よ

る
神
事「
紀
元
祭
」が
斎
行
さ
れ
、奉

斎
会
会
員
ま
た
氏
子
崇
敬
者
多
数
の

参
列
の
も
と
初
代
神
武
天
皇
の
ご
聖

徳
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

神
事
は
本
殿
に
於
い
て
、修
祓（
お

は
ら
い
）、祝
詞
奏
上
に
続
い
て
参
列

者
一
人
ず
つ
の
玉
串
拝
礼
を
行
い
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、顕
彰
式
典
に
よ
り
、

「
国
歌　

君
が
代
斉
唱
」、「
祭
典
唱
歌

　

紀
元
節
奉
唱
」、「
聖
寿
萬
歳
」の
後
、

紀
田
宮
司
の
紀
元
祭
に
関
す
る
講
話

を
以
て
、取
り
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
、二
月
十
一
日
は「
紀
元

節
」と
称
さ
れ
、「
日
本
書
紀
」が
伝
え

る
初
代
神
武
天
皇
の
ご
即
位
日
と
し

て
定
め
ら
れ
た
祭
日
で
す
。

　

日
本
書
紀
に
記
述
の
あ
る
神
武
天

皇
ご
即
位
日
の「
辛
酉
年
」を
新
暦
に

換
算
す
る
と
紀
元
前
六
六
〇
年
の
二

月
十
一
日
に
当
た
る
こ
と
に
由
来
し

ま
す
。

　

神
武
天
皇
は
鵜
葦
草
葦
不
合
命

（
宮
崎
県
鵜
戸
神
宮
の
ご
祭
神
）の
第

四
皇
子
と
し
て
お
生
ま
れ
に
な
り
、御

年
四
十
五
歳
の
と
き
高
千
穂
の
宮
を

お
立
ち
に
な
り
大
和
の
国
を
目
指
し
、

幾
多
の
艱
難
辛
苦
を
乗
り
越
え
て
、

奈
良
県
橿
原
の
地
に
お
き
ま
し
て
初

代
天
皇
と
し
て
ご
即
位
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
は
下
記
に
紹
介
し
ま
す「
常

若
講
座
」で
古
事
記
を
読
み
解
き
ま

す
の
で
改
め
て
ご
説
明
申
し
上
げ
る

こ
と
と
致
し
ま
す
。

　

若
宮
八
幡
社
奉
斎
会
は
、令

和
六
年
七
月
に
設
立
発
会
さ
れ

た
組
織
で
す
。

　

杵
築
市
民
は
勿
論
の
こ
と
、

ど
な
た
で
も
入
会
可
能
で
、現
在

凡
そ
九
十
名
の
方
が
入
会
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
年
会
費
は
五
千
円（
入
会
費
な

し
）お
納
め
戴
き（
会
計
年
度
は

七
月
〜
翌
年
の
六
月
）、若
宮
八

幡
社
御
鎮
座
以
来
の
信
仰
・
歴

史
・
伝
統
を
守
り
、所
蔵
の
文
化

財
を
後
世
に
伝
え
、温
故
知
新
の

精
神
を
以
て
、神
社
の
興
隆
を
図

る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
企
画

し
、実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、主
な
活
動
と
し
て
は
…

①
例
大
祭
を
は
じ
め
と
す
る
神

　
事
への
奉
斎

②
奉
斎
会
大
祭
の
斎
行
及
び
総

　
会
の
開
催

③「
常
若
講
座
」の
開
催
と
受
講

④
夏
越
大
祓・年
越
大
祓
へ
の
参

　
加
勧
奨

⑤
社
報「
金
鷹
山
」を
毎
号
お
届
け

⑥
そ
の
他
ご
神
徳
の
発
揚
を
目
的

　
と
し
た
事
業

　
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※
入
会
方
法
は
左
記
を
ご
覧
下

　
さ
い
。

　

若
宮
八
幡
社
奉
斎
会
が
主
催

す
る「
常
若
講
座
」に
つ
い
て
ご
紹

介
致
し
ま
す
。

　
「
常
若
」と
は
、伊
勢
神
宮
の
二

十
年
に
一
度
執
り
行
わ
れ
る「
神

宮
式
年
遷
宮
」に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、「
常
に
瑞
々
し
く
」あ
る
…

と
い
う
意
味
で
す
。

　

こ
の
言
葉
に
因
み「
常
若
講

座
」を
年
に
４
回（
一
月
・四
月
・

七
月・十
月
）開
催
し
、神
道
や
日

本
文
化
に
関
す
る
勉
強
会
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
、日
本
神
話「
古
事
記
」

を
紐
解
く
勉
強
会
を
企
画
し
、

天
地
開
闢
か
ら
国
生
み
、神
生
み

へ
と
進
み
、日
本
国
土
の
成
り
立

ち
や
神
様
が
お
生
ま
れ
に
な
ら
れ

た
経
緯
を
勉
強
し
、過
日
開
催
さ

れ
た
第
六
回
常
若
講
座
で
、「
火

の
迦
具
土
神
」を
お
生
み
に
な
っ

て
伊
邪
那
美
神
が
亡
く
な
ら
れ

た
と
こ
ろ
ま
で
進
み
ま
し
た
。

　
あ
と
数
回
か
け
て
初
代
神
武

天
皇
が
奈
良
県
橿
原
の
地
で
即

位
さ
れ
た（
古
事
記　

上
の
巻
）

と
こ
ろ
ま
で
勉
強
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
こ
の
常
若
講
座
は
奉
斎
会
会

員
の
み
な
ら
ず
ど
な
た
で
も
受
講

が
出
来
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
講
座
資
料
は
公
式

Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

天孫降臨

神武天皇

奉斎会への入会方法
①公式HP「金鷹山　若宮八幡社」で検索の上、
『奉斎会』項目の中の『入会申込票』をダウン
ロードして、お名前・住所等を入力して申込み
戴けます

②社頭でも『入会のお勧め資料』を常時配布して
おります

③若宮八幡社にお電話くだされば、直接入会
一式資料をお届け致します

『
常
若
講
座
』を
お
受
け
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
三
か
月
に
一
度
、日
本
の
神
話『
古
事
記
』を

紐
解
い
て
お
り
ま
す

一
、
雲
に
聳
ゆ
る
高
千
穂
の

　  

高
嶺
お
ろ
し
に
草
も
木
も

　  

な
び
き
ふ
し
け
ん
大
御
代
を

　  

仰
ぐ
今
日
こ
そ
楽
し
け
れ

二
、
海
原
な
せ
る
埴
安
の

　  

池
の
面
よ
り
猶
ひ
ろ
き

　  

恵
み
の
波
に
浴
み
し
世
を

　  

仰
ぐ
今
日
こ
そ
楽
し
け
れ

三
、
天
つ
日
嗣
の
高
御
座

　  

千
代
萬
世
に
動
き
な
き

　  

も
と
い
定
め
し
そ
の
神
を

　  

仰
ぐ
今
日
こ
そ
楽
し
け
れ

四
、空
に
輝
く
日
の
も
と
の

　  

萬
の
国
に
類
な
き

　  

国
の
御
柱
た
て
し
世
を

　  

仰
ぐ
今
日
こ
そ
楽
し
け
れ

祭
典
唱
歌
「
紀
元
節
」

高
崎
正
風
作
歌
　
伊
澤
修
二
作
曲

ほう　　  さい　　  かい

と
こ　

わ
か

こ
　
じ
　
き

き　

 

げ
ん　

さ
い

と
こ  

わ
か  

こ
う　

ざ

と
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か

こ　

 

じ　

 

き

て
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ち　

 

か
い 

び
ゃ
く

お
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こ　
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ほ
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と
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か

く
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う

か
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う

ほ

か　

  

ぐ　

つ
ち
の
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じ
ん　

む

て
ん　

の
う

か
し　

は
ら

い　
　

ざ　

  

な　

  

み 
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か
み

じ
ん

ぐ
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し
き  

ね
ん  

せ
ん  

ぐ
う

つ
ね

み
ず  

み
ず

じ
ん　

む　
 

て
ん　
の
うし

ゅ　
ば
つ

く
も

う
な　

ば
ら

あ
まち　

　

 

よ　

 

よ
ろ
ず　

よ

よ
ろ
ず

み　

 

は
し
ら

よ

く
に

た
ぐ
ひ

さ
だ

か
み

ひ　

  

つ
ぎ

ひ

た
か　

 

み　
　

く
ら

は
に　

 

や
す

お
も

な
おあ

よ

た
か　

  

ね

あ
お

け　
　

ふ

あ
お

け　
　

ふ

あ
お

け　
　

ふ

あ
お

け　
　

ふ

お
ほ　

  

み　
　

よ

そ
び

た
か　
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ほ

き　
　

 

げ
ん　
　

 

せ
つ

き　
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せ
つ
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き　

 

げ
ん
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ほ
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し
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き
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げ
ん　

ぜ
ん

う　
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や　

ふ　

き　

あ 

え 

ず 

の  

み
こ
と

か
し　

は
ら

こ　

 

じ　
　

き

わ
か　

こ
う　

 

ざ

と
こ

う　

  

ど　

 

じ
ん　

ぐ
う

か
の
と
と
り

せ
い　

じ
ゅ  

ば
ん  

ざ
い

ほ 

う
　
　
さ 

い
　
　
か 

い

き
　
　
げ
ん
　
　
さ
い

じ
ん
　
む
　 

て
ん  

の
う
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昨
年（
令
和
七
年
）は
、当
社
の

元
宮
で
あ
る
浜
田
社
が
、京
都
石

清
水
八
幡
宮
か
ら
の
勧
請
に
よ

り
御
創
建
さ
れ
て
か
ら
一
、〇
四

〇
年
の
嘉
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
佳
き
年
を
寿
ぎ
多
岐
に
亘

る
記
念
事
業
が
こ
の
度
竣
功
致

し
、旧
臘
十
二
月
六
日（
土
）斎
行

の
例
大
祭
に
合
わ
せ
て
、御
創
建

一
、〇
四
〇
年
式
年
大
祭
を
斎
行

の
上
、左
記
の
事
案
の
完
遂
を
神

様
に
ご
奉
告
申
し
上
げ
ま
し
た
。

《
完
遂
し
た
記
念
事
案
に
つ
い
て
》

事
案
①

和
漢
将
軍
社（
境
内
末
社
）

　
七
四
〇
年
式
年
大
祭
の
斎
行

　
昨
年
の
三
月
十
七
日
に
斎
行

事
案
②

照
月
八
幡
社（
飛
地
境
内
地
）

　
改
修（
令
和
六
年
度
に
施
工
）

事
案
③

境
内
マ
ッ
プ（
案
内
図
）の
作
製

　
併
せ
て
案
内
看
板
を
設
置

事
案
④ （
写
真
５・６
）

拝
殿
屋
根（
鬼
瓦
を
含
む
）改
修

　

多
年
に
亘
る
雨
と
白
蟻
に
よ

　
る
被
害
に
よ
り
腐
食
し
た
部

　
分
の
改
修
工
事
を
行
っ
た

事
案
⑤

所
蔵
文
化
財
の
研
究
に
着
手

　

兼
務
神
社
で
あ
る
若
八
幡
本

　
社
の
棟
札
調
査

　
（
詳
細
は
４
頁
に
掲
載
）

以
上
の
５
つ
の
事
案
を
行
い
ま
し

た
が
、昨
今
の
時
節
を
鑑
み
ま
し

て
、氏
子
崇
敬
者
に
対
す
る
奉
賛

活
動
は
行
わ
ず
、当
社
の
自
己
資

金
で
充
当
し
ま
し
た
が
、来
る
令

和
十
七
年
度（
西
暦
二
〇
三
五
年

度
）は
、御
創
建
一
、〇
五
〇
年
を

迎
え
る
運
び
で
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
折
り
に
は
氏
子
崇
敬
者
各

位
に
は
ご
奉
賛
の
ご
依
頼
を
さ
せ

て
戴
き
ま
す
こ
と
何
卒
ご
賢
察
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

㈲
高
橋
水
産　
様

か
ど
フ
ラ
ワ
ー　
様

松　
山　
堂　
様

今 

村 

農 

園　
様

ア
ド
バン
ス
ト
メ
デ
ィ
カ
ル

　

   

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ　
様

大
黒
鮮
魚
店　
様

（
順
不
同
）

【
例
大
祭　

奉
献
者
芳
名
】

若
宮
八
幡
社
奉
斎
会　
様

浜　
田　
社　
様

若
八
幡
本
社　
様

池
坊
別
府
支
部　
様

杵
築
市
弓
道
連
盟　
様

Ｊ
Ａ
杵
築
支
店　
様

㈲
北
村
建
設　
様

元
島
謙
一
郎　
様

平
野　
泰
範　
様

（
順
不
同
）

【
令
和
八
年
正
月  

奉
献
者
芳
名
】

溝
部　
　
正　
様

齊
藤　
　
凛　
様

齊
藤　
　
佑　
様

田
邉　
文
夫　
様

古
田　
久
年　
様

井
上　
　
剛　
様

東
照
寺
征
生　
様

河
村　
全
明　
様

守
末　
卓
広　
様

清
水　
正
友　
様

門　
　
　
熙　
様

中
山　
豊
洋　
様

酒
井　
臣
司　
様

田
邉　
　
勲　
様

阿
部　
重
徳　
様

紀
田　
兼
宣　
様

財
前　
孝
行　
様

髙
橋　
政
明　
様

大
鳥　
末
廣　
様

梅
野　
敏
明　
様

高 

良 

大 

社　
様

㈱
民
俗
工
芸　
様

㈲
北
村
建
設　
様

か
ど
フ
ラ
ワ
ー　
様

㈱
山　
　
功　
様

　

昨
年
の
十
一
月
二
十
三
日

（
日
・
勤
労
感
謝
の
日
）に
、新
嘗

祭
を
斎
行
、十
二
月
六
日（
土
）に

は
例
大
祭（
併
御
創
建
一
、〇
四

〇
年
式
年
大
祭
）を
斎
行
に
当

り
、氏
子
崇
敬
者
各
位
か
ら
は
、

た
く
さ
ん
の
奉
献
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
篤
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
新
嘗
祭　

奉
献
者
芳
名
】

矢
野　
守
光　
様

矢
野　
芳
郎　
様

吉
水　
謙
二　
様

内
野
由
美
子　
様

河
村　
全
明　
様

吉
田　
生
二　
様

藤
原　
清
治　
様

矢
野　
　
勲　
様

阿
部　
幸
蔵　
様

阿
部　
重
徳　
様

後
藤　
秀
子　
様

龍
堂　
　
隆　
様

稲
員　
澄
雄　
様

清
水　
正
友　
様

徳
久　
文
生　
様

山
本　
英
雄　
様

藤
原　
圭
三　
様

紀
田　
兼
宣　
様

豊 

予 
農 
場　
様

オ
レ
ン
ジ
農
園　
様

徳　
　
　
一　
様

大
分
県
神
道
青
年
会　
様

㈲
中
野
酒
造　
様

㈲
土
谷
商
店　
様

萬　
力　
屋　
様

と
ま
や
茶
舗　
様

㈲
三
晃
堂
印
刷　
様

ジ
ェ
イ
エ
イ
フ
ー
ズ
お
お
い
た　
様

Ｊ
Ａ
杵
築
支
店　
様

き
つ
き
紅
茶　
様

や
ー
ま
や
ま　
様

大
分
水
産
㈲　
様

綾
部
味
噌
醸
造
元　
様

鈴
木
養
鶏
場　
様

㈱
絆　
　
屋　
様

大
分
県
漁
業
協
同
組
合
杵
築
支
店 

様

白 

井 

商 

店　
様

㈱
杵
築
建
設　
様

国
東
観
光
バ
ス
㈱　
様

税
理
士
法
人
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｌ 

様

テ
ィ
ー
ル
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ 

様

（
順
不
同
）

写真4　第2回若宮八幡社例大祭弓道大会写真6　改修中の拝殿全景

写真2　獣魂祭 写真1　獣魂碑

写真5　改修中の拝殿東側 写真3　杵築市弓道連盟会長による矢渡し

例大祭では神賑として池坊別府支部による生け花展示・ゲートボール大会・第２回弓道大会（写真3・4）を開催
若宮広場にある獣魂碑（写真1）では「獣魂祭（写真2）」を斎行し、牛馬に対する慰霊を行いました
令和17年度（西暦2,035年度）には御創建1,050年記念事業を展開してまいります

御創建1,040年を寿ぎ式年大祭を斎行
多岐に亘る記念事業を完遂しました
新嘗祭・例大祭・正月の奉献のご報告
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新しくなった神楽殿

若八幡本社

若八幡本社所蔵の棟札8枚

三女神社

紀
田
宮
司
の
つ
ぶ
や
き

紀
田
宮
司
の
つ
ぶ
や
き

編
集
後
記

当
た
り
前
の
日
常
に
こ
そ
詰
ま
っ
て
い
る
幸
せ

▲
毎
朝
、ご
神
前
で
の
朝
御
饌
祭
に
奉
仕
す
る
た
め
に

玄
関
を
出
る
と
き
に
休
む
こ
と
な
く
新
聞
が
配
達
さ

れ
て
い
る
。▲
そ
の
朝
御
饌
祭
を
終
え
て
食
卓
に
着
く

と
朝
ご
飯
が
戴
け
る
。▲
今
日
も
一
日
頑
張
る
ぞ
！
と

お
勤
め
で
き
る
ご
先
祖
様
か
ら
お
預
か
り
し
て
い
る
ご

社
頭
が
あ
る
。▲
夜
、温
か
い
お
風
呂
に
入
り
、気
持
ち

よ
く
床
に
就
く
。▲
何
気
な
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
が
、

昨
年
の
暮
れ
自
身
の
不
徳
に
よ
り
一
週
間
の
入
院
を

余
儀
な
く
受
け
入
れ
た
。▲
入
院
中
な
の
で
当
然
の
こ

と
な
が
ら
色
々
制
約
が
あ
り
、不
自
由
な
思
い
を
し
て

い
た
そ
の
時
に
聞
い
た
ラ
ジ
オ
で
、パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

が
番
組
の
冒
頭『
当
た
り
前
の
日
常
に
こ
そ
幸
せ
が
詰

ま
っ
て
い
る
…
』と
言
い
な
が
ら
番
組
が
始
ま
っ
た
。▲

放
送
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、今
ま
で
の
日
常
が
い
か
に

有
難
い
も
の
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。▲
毎
日
の
日
本

人
と
し
て
の
営
み
を
行
う
た
め
に
、ど
れ
だ
け
の
人
々

の
関
わ
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
…
。恐
ら
く
日
本
国
民
の

ひ
と
り
一
人
が
携
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。▲
今
ま
で
の
日
常
に
感
謝
。そ
し
て
入
院
中

も
献
身
的
に
お
守
り
い
た
だ
い
た
お
医
者
さ
ん・看
護

師
さ
ん・理
学
療
法
士・事
務
員
の
皆
さ
ん
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。▲
昔
、神
奈
川
県
の
神
社
で
お

勤
め
し
て
い
た
時
の
上
司
か
ら『
お
祭
り
ご
と
は
準
備

八
割
だ
』と
戒
め
ら
れ
た
こ
と
も
頭
に
よ
ぎ
っ
て
来
ま

し
た
。▲
爾
来
、自
分
へ
の
戒
め
と
し
て
お
祭
り
ご
と
は

８･

１･

１
と
念
じ
て
奉
仕
を
行
っ
て
い
る
。▲
神
事
へ

の
案
内
状
の
発
送・神
饌
の
準
備・境
内
の
清
掃
な
ど

祭
典
前
の
諸
準
備
に
８
割
・
神
事
当
日
の
確
認
と
厳

粛
な
斎
行
に
１
割
・そ
し
て
神
事
後
に
事
後
挨
拶
と

礼
状
な
ど
の
発
送
な
ど
の
手
続
き
に
１
割
。▲
勿
論
、

神
事
前・当
日・神
事
後
そ
れ
ぞ
れ
に
万
端
取
り
進
め

て
い
る
の
だ
が
、や
は
り
事
前
の
諸
準
備
に
は
出
来
う

る
限
り
の
こ
と
は
努
め
て
い
か
ね
ば
…
と
肝
に
銘
ず
る

日
々
で
あ
る
。▲
そ
れ
に
よ
っ
て
毎
朝
の
朝
御
饌
祭
を

始
め
、年
間
の
恒
例
神
事
も
、ご
先
祖
様
か
ら
受
け
継

い
だ
一
〇
〇
〇
年
を
超
え
る
伝
統
を
護
持
し
な
が
ら
、

氏
子
崇
敬
者
に
気
持
ち
よ
く
お
参
り
戴
け
る
ご
社
頭

づ
く
り
に
向
け
て
、当
た
り
前
の
毎
日
に
こ
そ
感
謝
を

申
し
上
げ
、神
明
奉
仕
に
取
り
組
み
、更
に
は
次
の
世

代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
痛
感
す
る
こ
と
頻
り
。▲

こ
れ
か
ら
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、杵
築
市
内
に
十
一
社
、宇
佐
市
安
心
院

町
と
院
内
町
に
十
三
社
の
合
計
二
十
四
社
の
兼
務

神
社
の
宮
司
と
し
て
も
奉
職
し
て
お
り
、こ
こ
に
二

社
の
兼
務
神
社
を
紹
介
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

【
若
八
幡
本
社
】

鎮
座
地　
杵
築
市
中
一
、二
二
三
番
地

御
祭
神　
大
雀
命　
　
菟
道
稚
郎
子

　
　
　
　
宇
礼
姫　

 
久
礼
姫 （
四
柱
）

御
由
緒　

本
務
神
社
の
若
宮
八
幡
社
は
、は
じ
め

か
ら
現
在
の
地
に
鎮
座
さ
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。遡

る
こ
と
寛
和
元
年（
西
暦
９
８
５
年
）に
、京
都
石

清
水
八
幡
宮
の
四
柱
の
御
尊
像
を
勧
請
し
、現
在

の
浜
田
社（
南
杵
築
下
司
）に
鎮
座
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。そ
の
後
、天
喜
五
年（
西
暦
１
０
５
７

年
）に
生
地
村
岳
に
遷
座
、次
に
承
安
三
年（
西
暦

１
１
７
３
年
）に
２
度
目
の
遷
座
し
た
と
こ
ろ
が

現
在
の
若
八
幡
本
社
で
す
。そ
し
て
嘉
暦
元
年（
西

暦
１
３
２
６
年
）に
３
度
目
の
遷
座
を
迎
え
、現
在

の
金
鷹
山
に
お
遷
り
に
な
る
一
五
三
年
間
に
亘
り

中
村
を
お
護
り
に
な
り
、今
も
そ
の
ご
神
徳
を
普

く
お
授
け
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

由
緒
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、今
年
は
嘉
暦
元

年（
西
暦
１
３
２
６
年
）に
金
鷹
山
に
ご
遷
座
し
て

か
ら
、七
〇
〇
年
の
嘉
年
を
迎
え
る
こ
と
を
寿
ぎ
、

若
八
幡
本
社
で
所
蔵
す
る
棟
札
を
調
査
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

棟
札
と
は
本
殿
な
ど
の
建
物
を
建
築
す
る
に
あ

た
り
、普
請
の
目
的
・
年
月
日
・
施
主
・
棟
梁
名
な

ど
を
墨
書
し
、棟
木
に
付
さ
れ
た
板
で
、そ
の
神
社

の
歴
史
を
伝
え
る「
建
物
の
戸
籍
」と
も
呼
ば
れ
て

お
り
、貴
重
な
文
化
財
で
す
。

【
三
女
神
社
】

鎮
座
地　
宇
佐
市
安
心
院
町
下
毛
九
四
二
番
地

御
祭
神　
田
心
姫
命  

湍
津
姫
命  

市
杵
嶋
姫
命

　
　
　
　
　
　
ほ
か
十
柱（
十
三
柱
）

御
由
緒　

神
代
の
昔
、高
天
の
原
に
於
い
て
、天
照

皇
大
御
神
は
、素
盞
鳴
尊
と
誓
約
の
結
果
、三
女

神
を
お
生
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
三
柱
山
三
女
神
は
、古
来
か
ら
の
言

い
伝
え
に
曰
く「
即
ち
日
神（
天
照
皇
大
御
神
）の

生
み
ま
せ
る
三
女
神
を
以
て
葦
原
の
中
津
国
の
宇

佐
島
に
天
降
り
居
さ
し
む
云
々
…
…
」と
あ
り
、宇

佐
島
と
は
こ
の
地
宇
佐
郡
安
心
院
邑（
当
時
）、当

三
柱
山
一
帯
と
さ
れ
、安
心
院
盆
地
を
一
望
す
る
聖

地
で
菟
狭
津
彦
・
菟
狭
津
媛
は
、三
女
神
を
祖
神

と
す
る
が
故
に
全
国
唯
一の
三
女
神
の
御
名
前
を

持
つ
神
社
で
あ
り
、水
沼
の
君
た
ち
が
こ
れ
を
お
祀

り
し
、今
日
に
至
る
…
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

境
内
は
古
代
遺
跡
の
面
影
を
漂
わ
せ
、「
三
柱

石
」や「
皮
篭
石
」な
ど
多
数
が
点
在
し
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
に
至
り
、島
原
藩
主
累
代
こ
れ
を
崇

敬
し
、三
女
神
宮
と
の
異
名
を
持
ち
、多
く
の
末
社

を
数
え
二
十
二
ヶ
村
の
御
祭
神
と
し
て
崇
敬
せ
ら

れ
る
と
伝
わ
る
。（
境
内
の
由
来
か
ら
抜
粋
）

　

毎
年
、十
月
下
旬
に
例
大
祭
が
斎
行
さ
れ
て
お

り
、三
女
神
を
三
基
の
神
輿
に
お
遷
し
申
し
上
げ
、

下
社
ま
で
の
お
下
り
神
事
が
あ
る
。

　

昨
年
は
、近
隣
氏
子
崇
敬
者
の
御
篤
志
を
以
て

下
社
の
神
楽
殿
・
神
輿
殿
ま
た
上
社
の
整
備
が
為

さ
れ
た
こ
と
、こ
れ
偏
に
皆
様
方
の
お
志
の
賜
物
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
に
ご
ざ
い
ま
す
。

兼
務
神
社
の
探
訪

杵
築
市
中
鎮
座　

若
八
幡
本
社　

記
念
事
業
と
し
て
所
蔵
す
る
棟
札
の
調
査

宇
佐
市
安
心
院
町
鎮
座　

三
女
神
社　

御
篤
志
に
よ
り
境
内
諸
整
備
完
了

わ
か  

は
ち  

ま
ん  

ほ
ん  

し
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と
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